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『花
園
天
皇
震
記
』
の
助
数
詞

西

田

直

一

古
代
、
中
世
の
助
数
詞
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
既
に
多
く
の
精
緻
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
保
忠
夫

「古
文
書

に
お
け
る
助
数
詞
０
０
」
翁
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要

（人
文
・
社
会
科
学
編
）
第
２３
巻
第
１
号
、
第
２
号
、　
一
九
八
九
年
七
月
、　
〓
一月
）、
三

保
忠
夫

「奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
―
―
古
代
中
国
に
お
け
る
助
数
詞
に
触
れ
て
―
―
」
（井
上
親
雄
・

山
内
洋
一
郎
編

『〈継
承
と
展
開
Ｉ
〉
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』
和
泉
書
院
　
一
九
九
二
年
）、
峰
岸
明

『平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』

（東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
六
年
）、
山
内
洋

一
郎

「中
世
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
―
―
そ
の
一
『実
隆
公
記
』
に
見
る
数
量
表
現

‐―
―
」
亀
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
５
巻
　
一
九
七
一
年
三
月
）、
関
口
佳
子

「覚

一
本
平
家
物
語
の
助
数
詞
」
（西
田
直
敏

『平
家

物
語
の
国
語
学
的
研
究
』
和
泉
書
院
　
一
九
九
〇
年
　
所
収
）
な
ど
。

こ
こ
に
、
『花
園
天
皇
震
記
』
の
助
数
詞
を
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
の
は
、
花
園
天
皇

（
〓
一九
七
―

〓
一面

八
　
在
位

一
三
〇
八
―

一

〓
三

八
）
の
日
記

（
三
二
一
〇
―

〓
壬
壬
こ

の
自
筆
本
が
現
存
し
て
い
て
確
実
な
史
料
で
あ
る
こ
と
、
天
皇
在
位
中
の
十
三
歳
か
ら
三

十
五
歳
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
り
、
事
項
、
分
量
と
も
に
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
読
書
家
で
和
漢
の
書
を
読
破
し

（
日
記
に
読
書
記
録
を
残

敏



(30)519『花園天皇震記』の助数詞

し
て
い
る
）、
宮
中
の
作
法
、
典
礼
等
に
精
通
し
、
常
に
聖
天
子
た
ら
ん
と
心
が
け
た
花
園
天
皇
が
用
い
た
助
数
詞
は
、
鎌
倉
時
代
末
期

の
助
数
詞
用
法
の
最
も
正
当
な
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
『花
園
天
皇
震
記
』
は
、
真
名
書
き
で
あ

っ
て
、
い
わ
ゆ

る
記
録
体

・
変
体
漢
文
の
文
章
で
あ
る
か
ら
、
用
い
ら
れ
て
い
る
助
数
詞
も
漢
語
系
の
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
和
語
の
助
数
詞
に
漢
字

を
宛
て
た
も
の
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
国
語
史
的
に
、　
一
四
世
紀
初
期
の
助
数
詞
使
用
の
確
実
な
第

一
級
史
料
と
し
て
、
『花
園
天
皇
震
記
』

を
と
り
あ
げ
、
実
証
的
に
そ
の
事
実
を
調
査
し
報
告
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
記
を
通
し
て
、
花
園
天
皇
の
言
語
生
活
に
お
け
る
助
数

詞
使
用
の
実
態
を
見
る
こ
と
に
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
に
は
、
『資
料
纂
集
　
一化
園
天
皇
震
記
第

一
―
―
第
三
』
（続
群
書
類
従
をπ成
会
　
一
九
八
二
、
人
四
、
八
六
年
）
を
用
い
る
。

二

助
数
詞
の
分
類
法
に
つ
い
て
は
、
峰
岸
明
が
提
示
し
た
次
の
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
先
行
論
文
と
の
比
較
に
便
利
な
の
で
、
本

稿
で
も
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。

０
　
日亘
を
測
る
単
位

(コ

(2)(1) (2)(1)

人
為
的
に
特
定
の
単
位
名
を
設
定
し
た
も
の

（度
量
衡
、

容
器

・
集
団
を
単
位
名
と
し
た
も
の

（俵
、
杯
、
壺
、
櫃
、

数
を
数
え
る
単
位

順
序

ｏ
頻
度

ｏ
種
類
な
ど
を
単
位
名
と
し
た
も
の

（回
、

性
質

・
形
状
な
ど
を
単
位
名
と
し
た
も
の

暦
日
の
単
位
な
ど
）

甕
、
笛
、
籠
な
ど
）

度
、
巡
な
ど
）
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①
単

一
体
を
単
位
と
す
る
場
合

（基
、
脚
、
本
、
枚
な
ど
）

②
集
合
体
を
単
位
と
す
る
場
合

（具
、
重
、
雙
、
領
な
ど
）

注
　
峰
岸
　
明

『平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
六
年

以
下
、
用
例
は
、
同

一
対
象
に
対
し
て

一
例
の
み
掲
げ
る
。
ま
た
、
そ
の
助
数
詞
が
、
掲
げ
た
用
例
以
外
の
対
象
に
も
用
い
ら
れ
て

い
る
場
合
を
知
る
た
め
に
、
参
考
と
し
て
、
峰
岸
明

『平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
か
ら

「延
喜
式
に
見
え
る
助
数
詞
」
、

「古
記
録
に
お
け
る
助
数
詞
の
用
法
」
（貞
信
公
記
、
九
暦
、
御
堂
関
白
記
、
後
二
条
師
通
記
、
水
左
記
）、
関
口
佳
子

「覚

一
本
平
家
物
語
の

助
数
詞
」
な
ど
に
よ
っ
て
相
当
す
る
対
象
を
示
す
。

見
出
語
に
は
、
通
し
番
号
を

つ
け
る
。
漢
語
助
数
詞
に
は
よ
み
を
カ
タ
カ
ナ
で
つ
け
、
和
語
助
数
詞
に
は
よ
み
を
ひ
ら
が
な
で
つ
け

る
。
必
要
に
応
じ
て
見
出
し
の
下
の

（　
）
内
に
説
明
等
を
加
え
る
。
用
例
の
出
所
は

「延
慶
三
年
十

一
月
七
日
」
を

（延
慶
三
・
一

一
・
七
）
の
よ
う
に
示
す
。
（元
徳
元
・
〓
一別
記
）
は

「
元
徳
元
年
十
二
月
別
記
」
で
あ
る
。

０
　
日〓
を
測
る
単
位

０
　
人
為
的
に
特
定
の
単
位
名
を
設
定
し
た
も
の

ｏ
長
さ
の
単
位

１
　
寸初
雪
降
、
平
地
二
寸
許

（延
慶
三
・
一
一
・
七
）

蝋
燭
三
寸
為
限

（正
中
二
・
閏

一
二
一〇
）

陪
膳
巻
御
簾
五
六
寸
許

含
死
亨
三
・
三

・
一
七
）

２
　
尺
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6           5       4

失
惑
与
歳
星
相
犯
嘲
せ
仁
尺
（正
和
三
・
一
〇
・
七
）

鹿

（軌
）
輯
破
縄
切
綾

一
尺
許
所
引
也

（元
応
二
・
七
上

〓
し

未
至
御
帳
四
五
尺
許
居

（文
保
元
上
↑

一
し

丈馬
走
出
然
而
於
二
丈
餘
留
了

（元
弘
元
・
一
〇
・
三
二
別
記
）

賢
聖
障
子
広

一
丈
二
尺

（文
保
元
・
四
・
一
九
）

町三
町
牛
走
行

（正
和
三
・
四
・
王
Ｃ

歩是
孟
子
所
謂
五
十
歩
奔
与
百
歩
奔
也

（元
応
元
・
閏
七
上

し

ｏ
時
間
の
単
位

日此
両
三
日
多
暑
気

公
冗
応
元

・
七

・
八
）

三
ケ
日

（応
長
二
上
丁

一
）

今
日
院
姫
宮
御
百
日
云
々

（応
長
元
上
↑

四
）

グ

ワ

ツ
月懐
妊
経
五
ケ
月
着
帯

（正
和
三
・
一
二
一〇
）

年好
学
已
七
八
年
両
三
年
之
間
頗
得
道
之
大
意

含
冗
応
元
・
閏
七

四
）
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14     13     12

516(33)

17     16

碁

（
＝
期
）
（満

一
年
）

後
宇
多
院
崩
御
之
後
不
及

一
碁

（正
中
二
・
丁

一
三
）

元

（
四
六
一
七
年
、
ま
た
四
五
六
〇
年
、
四
五
〇
〇
年
な
ど
説
あ
り
）

廿

一
元
三
百
廿
年
事
…
…
加

一
元
以
廿
二
元
為

一
部

盆
じ

也

公
死
亨
四

夜参
内
侍
所
三
ケ
夜

（正
和
三
二

一
二
一〇
）

今
夜
御
産
三
夜
也

（延
慶
四
上

一
二
一五
）

点

（
一
更
。
二
時
間
の
五
分
の
一
）

卯

一
点

（正
和
三
二
十

九
）

剋

（
＝
刻
。
約
二
時
間
）

干
時
辰
二
剋

（延
慶
四
上
一
二

一五
）

時女
房
二
時
取
払
候
之

（延
慶
四
・
一
生

し

歳先
帝
宮
々
十
歳
以
上
可
遣
城
外

含
死
弘
二
・
四
・
一
〇
裏
書
）

現
神
力
満
百
千
歳

含
死
応
元
ｏ
七

・
一
五
）

旬

（十
年
）

齢
及
七
旬
官
至
八
座

一
門
之
長
者
五
代
之
帝
師
也

公
死
一口了
元
上
↑

一
一一こ

代

二

・
四
）
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18

『花園天皇寝記』の助数詞

21     2023 22

五
代
之
帝
師
也

含
死
亨
元

上
↑

一
一一こ

世百
世
之
智

含
死
亨
四

上
↑

二
五
）

千
世
の
く
れ
竹

（
正
和
三
・
五

上
こ

ｏ
金
銭
の
単
位

文領
金
銭
九
十
九
文

（文
保
三

・
四

上

一
こ

ｏ
位
階
の
単
位

口田

女
房
同
詠
之
、
三
品
以
下
也

（延
慶
四

・
三

位四
位

五
位

一
列

（文
保
三

・
一
・
こ

ｏ
行
政
な
ど

の
区
画

の
単
位

村和
泉
国
三
ケ
村
事

貧
死
亨
二
・
閏
五

・
七
）

ガ
ウ郷先

被
付

一
郷
之
段
如
何
之
由

（正
中
二
・

条一
条
東
洞
院

含
死
亨
二
・
一
二

工
Ｃ

一
一
一
）

〓

一
・
五
）
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2627

514(35)

29

ｏ
割
合
の
単
位

２５
　
分四
分
蝕

（応
長
二
上
↑

一
）

「割
」
の
例
は
な
い
。

ｏ
容
量
の
単
位

石
、
斗
、
升
、
合
、
勺
な
ど
の
用
例
な
し
。

ｏ
重
量
の
単
位

斤
、
両
、
分
な
ど
の
用
例
な
し
。

『花
園
天
皇
震
記
』
（以
下

「震
記
」
と
略
称
す
る
）
に
は
、

②
　
容
器

ｏ
集
団
を
単
位
名
と
し
た
も
の

蓋

（小
さ
か
ず
き
）

今
夜
不
飲

一
蓋

（文
保
三
・
一
↓

砧
ｏ一
・構

御
飯
二
盃
四
杯
事

（正
を
死
二

一
・
一
一別
記
）

又
雑
談
献

一
杯

公
死
応
元
・
七
・
九
）

士亜一
壺

（元
弘
二
・
二
ｏ
二
〇
）

樟賢
助
僧
正
、
献

一
樟

公
死
亨
四
上

下

一
三
）

「米
百
石
」
（御
堂
関
白
記
）、
「綿
千
斤
」
（水
左
記
）
の
よ
う
な
記
述
が
な
い
。
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３０
　
裏

（包
み
）

有
加
布
施
、
導
師

一
重

一
裏
、
自
余
僧

一
裏
也

（一九
応
二
・
九

二
一一別
記
）

「震
記
」
に
は
、
束
、
杓
、
櫃
、
富
、
荷
、
袋
な
ど
の
用
例
は
な
い
。

口
　
数
を
数
え
る
単
位

０
　
順
序

・
頻
度

・
種
類
な
ど
を
単
位
名
と
し
た
も
の

３‐
　
反万
歳
楽
至
両
貫
首
二
反
欺
　
乱
拍
子
及
公
卿
納
言
已
下
三
反

（正
慶
元
。
一
一

以
朝
衡
為
使
、
内
々
三
反
御
問
答
、
所
申
太
不
可
然

含
死
弘
二
・
一
二

四
）

３２
　
返念
仏
百
廿
返
許
云
々

（ニ
ロ了
四
・
一
〇
０
一
こ

３３
　
巡盃
酌
数
巡

含
死
応
元
・
九

二

モ

）

３４
　
廻両
三
廻
之
間

含
死
亨
三
・
九
・
〓
じ

３５
　
匝

（め
ぐ
る
）

（御
馬
）
隆
蔭
朝
臣
乗
之
、
三
匝
了
下
馬

（文
保
三
・
一
・
一
〇
）

３６
　
度打
鐘
三
度

含
死
応
元
・
七
・
一
五
）

一
両
度
給
御
酌

含
死
亨
二
・
一
二

一
）

一
二
別
記
）
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都
終
日
地
震
数
十
ケ
度

（正
和
六
・
一
・
五
）

３７
　
献供
酒
五
献

公
冗
一量

丁

一
・
九
）

３８
　
番十
五
番
了

（歌
合
）
（文
保
三
・
一
二

五
）

猿
楽
三
番

（文
保
三
・
一
・
〓
こ

３９
　
毬陪
膳
取
朕
前
菓
子

一
種
橘
（文
保
三
・
一
・
こ

舞
童
各
捧
十
種
供
具
進
庭
上

（一九
磨
死
・
八
上
一四
）

４０
　
重上
ヲ
ニ
重
二
裏
也

（応
長
二
上
一
二

八
）

紫
二
重
織
物

含
死
亨
三
・
三

・
一
七
）

②
　
性
質

・
形
状
な
ど
を
単
位
名
と
し
た
も
の

助
数
詞
と
し
て
の
特
色
が
最
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
対
象
と
な
る
事
物
等
を

〈　
〉
に
入
れ
て
用
例
の
前
に
示

す
。
ま
た
、
〔参
考
〕
と
し
て
、
先
行
研
究
で
明
か
に
さ
れ
て
い
る

「延
喜
式
」
（略
称
延
）、
「古
記
録

（
『貞
信
公
記
』
『九
暦
』
『御
堂
関

白
記
』
『後
二
条
師
通
記
』
『水
左
記
』
と

（略
称
記
）
〔以
上
、
峰
岸
明

『平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
に
よ
る
〕
、
「平
安
時
代
の

寺
院
縁
起
資
財
帳

・
実
録
帳
」
（略
称
寺

雪
二
保
忠
夫

「古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞

（
こ
」
に
よ
る
〕
、
「覚

一
本
平
家
物
語
」
（略
称
平
）

〔関
口
佳
子

「覚

一
本
平
家
物
語
の
助
数
詞
」
に
よ
る
〕
の
用
法

（対
象
事
物
）
を
掲
げ
る
。

①
　
単

一
体
を
単
位
と
す
る
場
合
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４‐
　
基〈厨
子
〉
棚
厨
子
四
基

（元
徳
元
ｏ
〓
一別
記
）

〈神
輿
〉
神
輿
二
基

（文
保
三
・
一
二

九
）

〔参
考
〕
延
―
―
仏
、
厨
子
、
几
帳
、
胡
床
、
枕
、
棚
、
礼
版
、
盤
、
碧
、
台
、
な
ど
。
記
―
―
几
帳
、
厨
子
、
床
子
、
灯
台
。
寺

―
―
塔
、
灯
台
、
高
杯
、
門
、
鐘
模
、
高
座
、
経
台
、
礼
盤
床
、
唐
椅
子
、
厨
子
、
瞳
、
椅
帳
、
金
鼓
な
ど
。
平
―
―
塔

「震
記
」
の

「神
輿
」
に
つ
い
て
の
例
は
、
以
前
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

４２
　
脚〈盤
〉
懸
盤

一
脚

（正
慶
元

・
一
一
・
一
二
別
記
）

御
台
盤

一
脚

（
元
徳
元
・
一
二
別
記
）

〈机
〉
金
銀
平
文
机
二
脚

（
一九
徳
元
・
〓

一別
記
）

〈侍
子
〉
金
銀
小
侍
子

一
脚

含
死
徳
元
・
〓

一別
記
）

〈脇
息
〉
御
脇
息

一
脚

（元
徳
元
・
〓
一別
記
）

〈死
子
〉
立
死
子
　
大
臣
三
脚

（文
保
元
上
↑

一
こ

〈床
子
〉
長
床
子

一
脚

（文
保
元
上
↑

一
こ

大
床
子

一
脚

（正
和
二
・
〓
一
二

Ｉ
Ｃ

〈厨
子
〉
置
物
厨
子
有
二
脚

（文
保
元
・
四
上

一〇
）

〔参
考
〕
延
―
―
大
椅
子
、
床
、
床
子
、
机
、
案
、
棚
、
楊
、
土
火
腫
、
林
、
台
、
籠

（輩
籠
、
輿
籠
）、
記
―
―
胡
床
、
床
子
、
机
、

盤
な
ど
。
寺
―
―
盤
、
火
腫
、
床
、
机
。
平
―
―
な
し
。

「震
記
」
に

「蒔
絵
一函

一
脚

（
元
徳
元
・
〓

一別
記
ご

と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「蒔
絵
厨
子
」
の

「厨
子
」
が
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



西 田 直 敏510(39)

43

/＼  ∠ゝ ガ
蓋
ロフ

硯
蓋
二
合
或
三
合

（正
慶
元
ｏ
三

・
一
二
別
記
）

・
一
二
別
記
）

手
笛
蓋
二
合
或
三
合

（正
慶
死
二

一

〈櫃
〉
礼
服
辛
櫃
二
合

含
死
弘
二
上
丁
二
八
）

〈筐
〉
御
唐
筐

一
合

公
死
徳
元
・
〓
一別
記
）

〈笛
〉
衣
笛

一
合

公
死
徳
元
・
〓
一別
記
）

〈泥
〉
自
仙
洞
給
、
勝
光
明
院
宝
蔵
泥

一
合

〈絵
〉
蓮
華
王
院
宝
蔵
絵

一
合

（正
和
三
・
五

〈書
籍
〉
小

一
条
左
大
臣
記

一
合

（文
保
元
・

（
紀
）

本
朝
世
記

一
合
見
了

含
冗
壼
千

一
〇

〈連
句
〉
於
親
王
方
連
句
十
合

（正
宝
死
・
〓
一

〔参
考
〕
延
―
―
函
、
櫃
、
笛
、
盆
、
樟
、
樋
、
椀
、

香
腫
、
杯
、
瓶
、
合
子
、
蓋
、
箱
な
ど
。
平
―
―
笛

「震
記
」
の

〈泥
〉
〈絵
〉
釜
日籍
〉
は
箱
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
い
う
。
「連
句
十
合
」
は
他
に
見
え
な
い
。
「連
句
十
番
」
と
同
意
。

４４
　
本〈灯
ム３

昔同
灯
台
二
本
　
工工
灯
台

〈台
〉
蝋
燭
台
六
七
本

公
死
亨
四
・

〈几
帳
〉
几
帳

一
本

含
死
亨
二
・
一

〈衝
重
〉
衝
重
六
本

含
死
弘
二
・
一

（
正
和
三

・
二

・
七
）

０
一一一）

本

（
正
慶
元

・
一
一
・
一
二
別
記
）

一
・
エハ
）

一
・
二
七
）

・
一
五
）

・
三
〇
）

一
七
）

・
九
）

壺
、
酒
杯
、
蓋
、
瓶
子
な
ど
。
記
―
―
櫃
、
笛
、
壷
。
寺
―
―
櫃
、
笛
、
火
腫
、



(40)509『花園天皇震記』の助数詞

〈高
杯
〉
高
杯
、
大
臣
三
本

（正
慶
元
・
一
一
・
〓
一別
記
）

〈樹
木
〉
桜
樹

一
本

（正
和
三
・
一
二
こ

松
本
三
本

（正
和
二
・
九
二
〓
し

〈扇
〉
扇
各

一
本
也

（元
応
二
上
↑

一
一
）

〔参
考
〕
延
―
―
灯
台
。
記
―
―
灯
台
、
台
、
高
杯
、
柱
、
几
帳
。
寺
―
―
高
杯
、

「震
記
」
の

「扇
」
「樹
木
」
は
以
前
に
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

４５
　
ユ剛〈供
花
〉
供
花
三
十
前

含
死
応
元
・
五
・
一
二
）

〈膳
〉
御
膳
二
前

公
死
応
元
・
七
ｏ
一
五
）

〔参
考
〕
延
―
―
食
床
、
机
、
案
、
棚
、
台
盤
、
神
、
神
座
。
記
―
―
机
、
僧
膳
、

平
―
―
な
し
。

４６
　
枚〈菌
〉
唐
錦
菌

一
枚

含
死
弘
二
・

〈起
〉
龍
髪
麺

一
枚

含
死
徳
元
・

〈田宜
〉　
昔同
要腸
田宣
一
一締
篠
（一九
一口了
〓
一
・

〈円
座
〉
円
座

一
枚

（正
和
二
・

〈櫛
〉
御
櫛
四
枚

公
死
徳
死
・
一

〈紙
〉
檀
紙
二
枚

公
死
徳
元
・
一

清
書
三
枚

（延
慶
三
・
一

・
一
五
）

二
別
記
）

一
・
二
九
）

一
一
・
二
五
）

一別
記
）

一別
記
）

一
・
一
一一一）

錫
杖
、
文
挿
、
打
花
。
平
―
―
卒
塔
姿



西 田 直 敏508(41)

〈障
子
〉
障
子
二
枚

（文
保
元
・
四
上
一
こ

〔参
考
〕
延
―
―
玉
串
、
人
像
、
土
偶
人
、
木
偶
人
、
短
冊
、
小
刀
、
ヒ
、
鶏
卵
、
土
器
、
天
丼
、
頭
巾
、

机
、
板
、
枕
、
柱
、
桁
、
枠
楯
、
櫛
、
羽
、
菌
、
葉
、
蓋
、
釘
、
針
、
鏡
な
ど
。
記
―
―
円
座
、
畳
、
盤
、

寺
―
―
菌
、
屏
風
、
冠
、
蓋
、
盤
、
牒
、
畳
な
ど
。
平
―
―
文
書
、
厚
紙
、　
銭

。

４７
　
帖〈畳
〉
高
麗
端
畳
二
帖

公
死
応
二
・
九
。
一
別
記
）

〈屏
風
〉
五
尺
屏
風
二
帖

公
死
徳
元
・
〓
一別
記
）

〈紙
〉
（檀
紙
）

一
帖

（文
保
元
・
四
・
一
九
）

〈書
物
〉
韻
鏡

一
帖

（文
保
三
二
二
上
し

〔参
考
〕
延
―
―
屏
風
、
木
綿
、
昆
布
、
紙
屋
紙
な
ど
。
記
―
―
屏
風
、
紙
、
典
籍
な
ど
。
寺
―
―
屏
風
、

４８
　
畳〈畳
〉
紫
端
畳
六
畳

公
死
徳
元
・
〓
一別
記
）

４９
　
宇

幕
、
白
鉤
。
平
―
―
書
物
。

〈建
物
〉
房
舎
十
七
宇

（正
中
二
上
↑

一一二Ｃ

張
子
屋

一
宇

含
死
富
死
・
七
・
一
七
）

仮
屋

一
宇

（正
和
三
二
二
二

七
）

〔参
考
〕
延
―
―
厩
亭
、
倉
、
屋
、
幌
、
舎
、
殿
な
ど
。
記
―
―
帳
、
御
殿
堂
、
法
華
堂
、
僧
房
、
屋
な
ど
。
寺
―
―
堂
、
殿
、
僧
房
、

鐘
模
、
屋
な
ど
。
平
―
―
仏
閣
、
僧
房
、
民
家
。

５０
　
社

円
座
、
扇
、
奏
文
、
札
、

菌
、
紙
、
麺
、
紙
な
ど
。
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56     55         5459 57

〈神
社
〉
伊
勢

一
社
奉
幣
也

（正
和
三
・
五
・
四
）

｛呂〈神
社
〉
日
吉
社
三
宮
御
正
外

（応
長
元
・
〓
一
・
一
八
）

寺〈寺
院
〉

一
寺
可
滅
亡
之
由

（正
中
二
・
一
〇
・
一
九
）

階〈建
物
の
階
数
〉
南
庭
方
井
三
階
方
等
御
歴
覧

含
死
応
二
・
四
・
一
七
）

層〈段
〉
厨
子
第
二
層
置
比
巴

（文
保
元
・
四
上
一〇
）

以
鈴
鹿
置

一
層

（文
保
元
・
四
上

６

）

間〈部
屋
〉
寝
殿
西
面
井
御
車
寄
ニ
ケ
間
隔
障
子
放
之

（文
保
三
・
一
・
こ

級〈段
〉
威
儀
師
降
階

一
級

貧
冗
応
二
・
九
・
一
別
記
）

人〈人
数
〉

一
門
輩
七
人
、
大
名
七
人
可
上
洛
云
々

含
死
亨
四
・
九
二

一九
）

輩〈も
の
ど
も
〉
公
卿
四
五
輩

含
死
亨
四
・
九
・
〓
こ

騎
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〈乗
馬
の
人
〉
其
勢
五
千
騎

含
死
亨
四
・
三

・
一
六
）

６０

　

口〈僧
の
数
〉
番
僧
八
口
参
上

（文
保
三
二
一丁
二
九
）

〈器
具
〉
鈴

一
口

（正
応
元
・
六
ｏ
二
六
裏
書
）

御
潜
杯

一
回

公
死
徳
死
二

二
別
記
）

〔参
考
〕
延
―
―
僧
数
、
刀
、
器
、
杯
、
壺
、
蓋
、
盤
、
硯
、
瓶
、
笛
、
釜
、
鉢
、
鈴
、
鐘
な
ど
。
記
―
―
壺
、
瓶
、
僧
な
ど
。
寺

―
―
僧
侶
、
器
物
、
楽
器
、
袋
な
ど
。
平
―
―
な
し
。

６‐
　
身〈か
ら
だ
〉
後
宇
多
院

一
身
出
御

（正
中
二
・
〓
丁

一
〇
裏
書
）

院
御
方
与
朕

一
身
也

（文
保
三
二
丁

一
）

間
云
、
大
通
智
勝
仏
他
受
用
身
欺
。
変
化
身
欺
云
々
、
答
、
可
渉
二
身
云
々

含
死
応
二
上
一丁

一
一
）

「震
記
」
の

「身
」
は
、
天
皇
、
院
、
仏
身
な
ど
聖
な
る
も
の
を
数
え
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

６２
　
外〈仏
像
〉
上
皇
千
外
阿
弥
陀
被
供
養

含
死
応
二
・
五
上

一七
）

６３
　
躯〈仏
像
〉
十

一
面
観
音

一
躯

（正
宝
冗
上

一
丁

一
三
）

６４
　
疋〈馬
〉
朕
馬

一
疋
也

（文
保
三
・
一
・
一
四
）

〈大
〉
大

一
疋
走
来

（正
和
六
ｏ
一
二

六
）



(44)505『花園天皇寝記』の助数詞

〈馬
牛

・
牛
馬
〉
馬
牛
各

一
疋
引
出
之
…
…
又
予
分
牛
馬
各

一
疋
賜
之

（正
中
二
上
千

九
）

〔参
考
〕
延
―
―
畠
、
服
、
紗
、
絹
、
綾
、
羅
、
錦
、
馬
、
駄
な
ど
。
記
―
―
絹
、
綾
、
馬
、
牛
な
ど
。
寺
―
―
木
綿
子
、
繰
白
絹
。

平
―
―
絹
、
馬
。

「震
記
」
で
は
、
「絹
何
疋
」
の
よ
う
な
例
が
な
い
。

（
正
和
元

・
一
一
・
二
九
）

66     65

頭↓禽 匹革

ワ|
馬

直|

〈牛
〉
院
御
方
御
牛

一
頭
、
朕
馬

一
疋
也

（文
保
三
・
一
・
一
四
）

〔参
考
〕
延
―
―
仮
面
、
牛
、
猪
、
兎
、
外
、
鹿
。
記
―
―
牛
、
鹿
、
羊
。

「震
記
」
で
は
、
「牛
」
は

「頭
」
、
「馬
」
は

「疋

・
匹
」
で
あ
る
が
、

「疋
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。

６７
　
両

（輛
）

〈牛
車
〉
出
車

一
両

含
死
一量
子

一
〇
・
二

６８
　
艘〈船
〉
乗
船
…
…

一
般
男
等

一
般

公
死
応
一

６９
　
鋪〈仏
像
〉
愛
染
王
像

一
鋪

含
死
一口了
元
上
二
ｏ

７０
　
幅〈掛
け
も
の
〉
後
鳥
羽
院
震
筆
名
号
三
尊

（
獅

）

寺
―
―
面
、
冠
、
師
子
、
高
麗
大
、
平
―
―
な
し
。

「牛
馬
」
を
い
っ
し
ょ
に
言
う
時
は
、
「牛
馬
各

一
疋
」

こ丁

四

・
一
七
）

四
）

一
幅

（
元
亨
二

・
問
五

・
三
二
）



西 田 直 敏504(45)

本
尊
普
賢
菩
薩
絵
像

一
幅

含
冗
応
二
・
五
上
一七
）

７‐
　
尊〈仏
〉
後
鳥
羽
院
震
筆
名
号
三
尊

一
幅

含
死
亨
二
ｏ
閏
五
上
〓
し

７２
　
座〈論
義

・
講
論
〉
論
義
四
座
了

公
冗
応
二
・
四
上
一九
）

〈連
句
〉
連
句
コ
ロ
亜
廿
（正
和
三
・
五
ｏ
一
七
）

〈詩
歌
合
〉
詩
歌
合
…
…
二
座
了
着
寝

（正
和
三
・
九
二
一一〇
）

〔参
考
〕
延
―
―
仏
聖
、
神
、
繹
貧
。
記
―
―
講

（仁
王
講
十
座
）。
寺
―
―
な
し
。
平
―
―
講

（百
座
の
薬
師
講
）

「震
記
」
の
連
句
、
詩
歌
合
せ
の
用
例
は
以
前
に
な
い
も
の
で
あ
る
。

７３
　
腰〈刀
剣
〉
御
釧
二
腰

（正
慶
元
上
↑

六
裏
書
）

〔参
考
〕
延
―
―
臼
、
袴
、
祐
、
裳
、
鷲
籠
、
輿
。
記
―
―
帯
、
袴
、
裳
、
飢
。
寺
―
―
な
し
。
平
―
―
な
し

（刀
剣
は

「振
」
と
で
３
。

７４
　
柄〈刀
剣
〉
御
剣

一
柄

（正
中
二
上
二
・
九
）

〔参
考
〕
延
―
―
刀
、
抱
、
ヒ
、
斧
、
杓
、
鎌
、
円
易
な
ど
。
記
―
―
玉
帯
、
枠
、
剣
。
寺
―
―
刀
、
匙
、
杓
、
齢
な
ど
。
平
―
―
な

し

。
７５
　
管〈笛
〉
笙
五
管

（元
弘
元
・
一
〇
・
一
九
）

〔参
考
〕
延
―
―
緋
幡
、
筆
、
高
欄
、
鳥
居
、
丸
桁
な
ど
。
記
―
―
笛
、
筆
。
寺
―
―
笛
衣
、
胡
笙
。
平
―
―
な
し
。



(46)503「花園天皇震記』の助数詞

チ
ヤ
ウ

・
は
り

７６
　
張〈琴
〉
（筆
）
二
張

（元
亨
三
・
一
一
・
二
一
）

〔参
考
〕
延
―
―
単
、
幕
、
弓
、
奎
、
林
、
皮
、
飾
、
簾
、
紙
、
鋸
、
鎌
。
記
―
―
琴
、
弓
。
寺
―
―
画
像
、
菌
、
帳
、
弓
。
平
―
―

弓
。

７７
　
面〈琵
琶
〉
比
琶

一
面

（正
和
三
・
一
・
一
こ

〔参
考
〕
延
―
―
印
、
堂
、
庇
、
殿
、
琴
、
琵
琶
、
台
盤
、
等
、
鏡
、
鉦
、
鼓
。
記
―
―
帷
、
琵
琶
、
鏡
、
鼓
な
ど
。
寺
―
―
鏡
、
鼓
、

鉦
、
碧
、
筆
、
琵
琶
、
伎
楽
面
、
床
、
机
、
印
。
平
―
―
琵
琶
。

７８
　
篇〈書
物
〉
尭
典

一
篇

含
死
亨
二
上
丁

二
九
）

７９
　
巻〈書
物
〉
寛
平
御
記
十
巻

一
見
了
、
但
第
二
巻
欠

（正
晋

丁

一
〇
・
四
）

８０
　
部〈書
物
〉
玉
葉
集

一
部

（正
和
三
・
九
上
Ｃ

８‐
　
段〈文
章
〉
（貞
観
政
要
）
表
与
君
道
初

一
段
談
了

（文
保
三
二

丁

二
五
）

８２
　
章〈文
章
〉
今
日
談
尚
第
五
般
庚
上
初

一
両
章
也

含
響
了
二
・
九

・
一
〇
）

８３
　
首
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〈和
歌
〉
歌
二
十
首

含
死
応
元
・
五
上
一七
）

〈漢
詩
〉
詩
十
首

公
死
応
元
ｏ
七
・
四
）

韻

（
＝
句
）

〈連
句
〉
連
句
五
十
韻

含
死
応
元
・
五
上
一七
）

〈漢
詩
〉
毎
日
作
詩
四
韻

含
死
応
元
上
↑

一
〇
）

句〈漢
詩
〉
古
詩

一
句

（正
中
二
・
〓
丁

二
四
）

〈連
歌
〉
連
歌
二
十
句

（正
和
三
上
↑

一
六
）

〈舞
楽
〉
万
歳
楽
三
句
也

（一死
亨
三
・
〓
丁

一
九
）

「震
記
」
で
は
、
漢
詩
を

「首
」
「韻
」
「句
」
と
数
え
て
い
て
、
ゆ
れ
が
あ
る
。

字〈文
字
〉
古
集
中
書
出

一
句
、
不
書
韻

一
字

（正
中
二
上
丁
七
）

通〈文
書
〉
告
文
二
通

（正
中
二
・
九
・
七
）

願
書

一
通

（文
保
元
・
四
・
七
）

〉
二
紙
書
之

含
死
亨
二
上
一
二

〓
し

〉
取
出
二
峡
櫃

（一死
亨
三
・
一
〇
・
一
七
）



(48)501「花園天皇震記』の助数詞

９０
　

曲〈楽
曲
〉

一
曲
了
退

（正
和
元
ｏ
一
丁

一
天

）

朗
詠
両
三
曲

公
死
応
元
・
七

・
七
）

９．
　
議即〈区
切
り
〉
振
枠
三
節
也

含
九
一量
子

一
〇
０
一
〇
）

厭
舞
三
節

公
響
≡
丁

一
〇
・
七
）

９２
　
切

（
＝
節
）

〈区
切
り
〉
女
官
振
鈴
一一面

（正
和
三
・
〓

丁

二
四
）

万
歳
楽
三
切

（応
長
元
ｏ
四
上
〓
こ

９３
　
切〈切
れ
た
も
の
〉
予
以
右
手
取
箸
、
爽
鯛

一
切
置
箸
台

（延
慶
四
。
一
上
こ

９４
　
士戸〈音
〉
雷
鳴

一
両
声

含
死
亨
二
上
二
・
五
）

振
鈴
三
声

（正
型

千

〓
丁

二
七
）

は“　
　
立日全こ

召
内
竪
二
日和
羅
和
之
三
字
不
惟
聞
之
様
也

（文
保
二
・
一
・
七
）

内
竪

（ち
い
さ
わ
ら
わ
）
を

「
二
音
」
即
ち

「
二
士ど

で
召
す
。
召
し
こ
と
ば
は

「わ
ら
は
、
め
せ
」
で
あ
る
。
こ
の

を
、
は
っ
き
り
と
は
聞
え
な
い
よ
う
に
言
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
『江
次
第
』
に
は

「召
内
竪
二
昌
ご

と
あ
る
。

醍
醐
天
皇
の

「建
武
年
中
行
事
」
に
は
、
「ち
い
さ
わ
ら
は
を
め
す
二
士ど

と
あ
る
。

「和
羅
和
」

ま
た
、
後
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息

↑

気
）

〈呼
吸
〉
三
息
之
後
可
召
云
々

（正
和
三
・
一
０
七
）

気

（＝
息
）

〈呼
吸
〉
二
拝
之
間
、
可
置
三
気
之
程
也

（正
和
三
・
〓
丁
二
七
）

９８
　
拝〈敬
礼
〉
三
拝
了
予
入
内

（正
和
三
二
二
上

）

９９
　
揖〈敬
礼
〉

一
揖
着
座

（正
和
三
・
八
・
王
Ｃ

‐００
　
鐸〈石
〉
石

一
鉢

（元
応
元
・
七
・
二
九
）

１０１
　
筋〈細
長
い
も
の
〉
上
懸
子
納
御
本
銀
電
誌
紙
捻
ョ
制

含
死
徳
元
・
〓
一別
記
）

結
緒
七
筋

（応
長
二
上

一
・
一
八
）

〔参
考
〕
延
―
―
な
し
。
記
―
―
緒
、
帯
、
菖
蒲
草
。
寺
―
―
綱
、
石
帯
。
平
―
―
矢
、
髪
の
毛
。

‐０２
　
粒〈仏
舎
利
〉
舎
利
千
四
百
余
粒

含
死
弘
二
上

一
二
一〇
）

〔参
考
〕
延
―
―
な
し
。
記
―
―
舎
利
、
薬
。
寺
―
―
仏
舎
利
。
平
―
―
な
し
。

‐０３
　
壮〈灸
〉
今
日
灸
左
右
肩
上
各
七
十
壮
了

含
死
亨
四
・
四
ｏ
七
）



(50)499

104

『花園天皇震記』の助数詞

「壮
」
は
、
灸
の
も
ぐ
さ
の
数
を
い
う
語
。
草
。
「震
記
」
以
前
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

所〈場
所
〉
加
灸
ニ
ケ
所

含
死
壼
死
・
八
上

〓
こ

修
理
地
等

一
所

（文
保
元
・
四
・
九
）

‐０５
　
連〈念
珠
〉
水
精
念
珠

一
連

（正
中
二
ｏ
閏

一
二

一五
）

〔参
考
〕
延
―
―
な
し
。
記
―
―
念
珠
、
数
珠
、
水
精
、
琥
珀
な
ど
。
寺
―
―
漬
墨
、
念
珠
。
平
―
―
な
し
。

‐０６
　
方〈方
向
〉
東
南
二
方
巻
簾

（正
慶
元

。
一
一
・
〓
一別
記
）

‐０７
　
列〈
つ
ら
な
り
〉
公
卿

一
列
、
四
位
五
位

一
列

（文
保
三
・
一
・
こ

‐０８
　
行〈な
ら
び
〉
小
文
二
行
敷
之

公
死
弘
二
・
四
上

〓
こ

居
飼
六
人
に
術
豚
蹴
吸
（元
弘
二
・
一
・
一
五
）

硼
　
条〈条
項
〉
寺
訴
三
ケ
条
事

（文
保
三
・
一
二

一
こ

１１０
　
箸〈食
事
〉

一
箸
聞
食
云
々

（文
保
元
・
四
・
一
九
）

②
集
合
体
を
単
位
と
す
る
場
合
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皿
　
旦
（
〈衣
服
〉
加
冠
装
東

一
具
、
理
髪
装
東

一
具

公
死
徳
元
・
〓
一別
記
）

女
房
衣

一
具

（
元
応
二
・
九
二
一〇
）

〈笛
〉
冠
笛
可
有

一
具
也

（文
保
元
・
四
上
〓
Ｃ

〔参
考
〕
延
―
―
船
代
、
薬
刀
、
酒
杯
、
仏
器
、
服
、
櫛
、
箸
、
鞍
、
脚
纏
な
ど
。
記
―
―
法
服
、
袴
、
装
東
、
鞍
、
笛
、
香
具
、
酒

器
な
ど
。
寺
―
―
幡
、
帳
、
器
具
、
装
東
、
楽
器
、
戸
な
ど
。
平
―
―
装
東
。

‐‐２
　
重〈被
物
〉
（布
施
）
導
師
被
物
五
重
裏
物
二
、
讃
衆
二
重

一
裏
也

含
死
壼

丁
六
・
一
こ

〔参
考
〕
延
―
―
弓
絃
葉
。
記
―
―
細
長
、
衣
、
掛
、
被
物
な
ど
。
寺
―
―
石
畳
、
御
帳
。
平
―
―
小
袖
、
装
東
。

‐‐３
　
領〈衣
服
〉
合
衣

一
領

（正
慶
元
・
五
・
四
）

女
房
薄
衣
二
領

（
元
徳
元
・
一
一
別
記
）

単
重

一
領

含
死
亨
二
上
↑

一
一
）

〔参
考
〕
延
―
―
服
、
半
臀
、
毯
、
蓑
、
衣
、
袴
、
抱
な
ど
。
記
―
―
細
長
、
衣
、
掛
な
ど
。
寺
―
―
衣
、
服
、
畳
、
襖
、
装
束
な
ど
。

平
―
―
鎧
、
絹
。

‐‐４
　
雙

・
双

〈対
の
も
の
〉
木
箸

一
雙

（一死
徳
元
・
一
一
別
記
）

香
腫
花
立

一
雙

含
死
磨
死
・
七
・
一
〇
）

鶴

一
雙
…
…
鴛
喬

一
双

（文
保
元
・
五
・
一
七
）



(52)497

115

『花園天皇震記』の助数詞

な
お
、
『花
園
天
皇
震
記
』
で
は
、
数
量
の
表
現
全
て
に
助
数
詞
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
数
字
を
示
し
た
だ
け
の
場

合
も
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。

瓶
子

一
含
死
応
二
・
四
・
一
九
）

銚
子
提
各

一
含
死
応
二
・
四
・
一
九
）

茶
坑
杯

一
含
死
応
二
・
四
・
一
九
）

笛
二

（応
長
二
・
二
・
一
八
）

壺
有
二

（応
長
二
上

丁

一
人
）

衣
冠

一
（正
和
三
二
二
上

工
Ｃ

冠

一
（正
和
三
・
一
二
・
二
五
）

小
袖

一
含
冗
弘
元
・
一
〇
・
こ

帷

一
含
死
弘
死
二

ｏ
・
こ

御
装
東

一
含
冗
一量

丁

八
・
一
一九
）

手
競
馬

一
雙

（正
和
三
・
一
〇
・
一
七
）

足〈履
物
〉
御
靴
　
執
柄

一
足

（一死
徳
冗
・
〓

一別
記
）

対〈
二
つ

一
組
〉
唐
絵
両
三
対

含
死
磨
死
・
七

上

一九
）

唐
絵
虎

一
対

（正
和
二
・
一
一
上
し
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竹
ノ
針
ヲ
十
許
指
入
腹
云
々

（正
和
三
・
五
・
五
）

予
句
六

（正
和
三
・
五
上

一七
）

点
五

（正
和
三
ｏ
五
上

一七
）

俊
範
朝
臣
十
三
、
点
八

（正
和
三
ｏ
五
上
モ
）

地

一
出
来
云
々

（正
和
三
ｏ
間
三
・
一
九
）

鉄
二
、
銅

一
、
牙

一
、
梨
木
二
也

公
死
応
二
ｏ
四
・
一
九
）

以
枠
三
投
入
門
入

（正
和
三
ｏ
闊

二
・
四
）

居
膳

一
両
献

含
死
一口了
元
・
五
ｏ
一
八
）

五
位
職
事

一
両
候

（応
長
元
・
〓
一
上
Ｃ

侍
臣
両
三
候

（正
和
三
上
二
・
八
）

自
余
雑
仕

一
両

（文
保
元
上
二
・
一
〇
）

蓋
二
鑑
有
二

（応
長
二
上

一
・
一
八
）

被
召
物

一
含
冗
徳
元
・
〓
丁

一
五
別
記
）

（蹴
鞠
）
数
三
百
上
了

公
冗
亨
元
上
↑

三
二
）

三

『花
園
天
皇
震
記
』
の
助
数
詞
は
、
鎌
倉
時
代
末
の
宮
廷
に
お
け
る
天
皇
の
言
語
生
活
の

一
端
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
日
記
は
も
ち

ろ
ん
天
皇
の
意
志
に
よ
る
題
材
の
選
択
の
結
果
で
あ
る
の
で
、
貴
族
の
日
記
と
異
り
、
金
銭
的
な
も
の
、
米
、
綿
な
ど
の
物
質
的
な
も



(54)495「花園天皇震記』の助数詞

の
の
記
事
が
殆
ど
な
い
。
貴
族
た
ち
と
異
り
、
天
皇
は
、
そ
う
し
た
こ
と
に
は
直
接
関
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
当
然
で
あ
る
。

平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
の
日
記
に
見
ら
れ
て
、
『花
園
天
皇
震
記
』
に
見
え
な
い
助
数
詞
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
ま
た
、

室
町
時
代
の
貴
族
で
あ
る
三
条
西
実
隆
の
日
記

『実
隆
公
記
』
に
見
ら
れ
て

『花
園
天
皇
震
記
』
に
見
え
な
い
助
数
詞
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
か
を
最
後
に
掲
げ
て
、
『花
園
天
皇
震
記
』
の
助
数
詞
の
時
代
性
の

一
面
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

平
安
時
代
の

「古
記
録
」
―
―
貞
信
公
記
、
九
暦
、
御
堂
関
白
記
、
後
二
条
師
通
記
、
水
左
記
―
―
に
あ

っ
て
、
『花
園
天
皇
震
記
』

に
見
え
な
い
助
数
詞
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
（　
）
内
は
使
用
対
象
で
あ
る
。

鵬

（家
屋
）、
荷ヵ

（荷
物
）、
ゎ

（大
）、
購

（綿
）、
膨

（真
珠
）、
ま
ぅ
（銭
）、
ィ
旬
（薬
、
球
）、
紅

（糸
）、
戸コ
（封
戸
）、
Ｅ

・
鰯

（米
）、

軍

（
＝
算
。
年
令
）、
枝シ
（花
）、
洋
ル
（水
）、
権

（菊
）ヽ

部

（文
書
）、
一
っ
（酒
）、
庸

（寿
香
）、
難

（矢
）、
弊

（衝
重
）、
刺

（稲
）、
剣

（ふ
く
ろ
）、
端

（布
）、
段

（布
）、　
挺

（墨
）、
屯

（綿
）、
笛

（
い
れ
も
の
）、
櫃

（
い
れ
も
の
）、
封

（文
書
）、
幅

（絹
）、
捧

（献
物
）、

翼

（雉
）、
里

（距
離
）、　
両

（金
、
銀
）、
輪

（
日
輪
）、
聯

（鷹
）、
屋

（家
屋
）

ま
た
、
室
町
時
代
の
三
条
西
実
隆

（
一
四
五
五
―

一
二

一モ
）
の
日
記

『実
隆
公
記
』
２

四
七
四
―

一
≡

壬
こ

の
助
数
詞

（山
内
洋
一

郎

「中
世
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
―
―
そ
の
一
『実
隆
公
記
』
に
お
け
る
数
量
表
現
―
―
」
広
島
文
教
女
子
大
学
研
究
紀
要
Ｖ
　
一
九
七
一
）
と

比
較
し
て
み
る
と
、
『実
隆
公
記
』
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
『花
園
天
皇
震
記
』
に
は
見
え
な
い
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

荷ヵ
。年酒
樟
、
木
、
竹
、
草
、
土
な
ど
）、
留
札
熟
実
、
野
菜
な
ど
を
盛
る
）
樹
．行浮
）、
留

（
一
号
船
）、
配
、．は
続
り（糸
）、
静

（貝
）、
器キ
（茶
、
海

藻
、
魚
、
鳥
、
塩
、
食
品
な
ど
）
局

（将
棋
）、
顆

（果
実
）、
結

（糸
、
綿
、
書
冊
）、
結

ｏ
措

（紙
・
糸
）、　
爽

（鶉
）、
懸

（鯛
）、
戸

（食

口３
、
帽

（魚
）、
繊

（糸
）、
朝

（年
令
）、
縦

ｏ
購

（書
物
）、
材
ぇγ
早
木
、
魚
、
鳥
、
巻
数
）、
ぼ
っ
（小
歌
）、
権

（樹
木
、）、
」

（二が
香
）、

樹

（太
刀
）、
鮮

（鮭
、
鯉
）、
君

（紙
、
木
、
竹
、
板
、
野
菜
な
ど
）
、
夕

（花
）、
駄ダ

（米
）、
剣
。年為
）
香
、
食
品
な
ど
）、
稲

（酒
、
魚
、
食

品
）、
端

（布
畠
）、
紐

（木
）、
軸

（経
）、
丁

（墨
、
材
木
、
乗
物
、
書
物
）、
筒

（油
、
水
銀
、
花
な
ど
）、
貝

（薬
、
薫
物
）、
包

約̈
）
香
）、

筆

（書
状
）、
絡

（銭
差
し
な
ど
の
縄
）、
服

（薬
、
茶
）、
瓶

（酒
）、
俵

（米
、
麦
、
炭
）、
盆

（果
実
、
野
菜
）、
籠

ギヽ
実
、
野
菜
、
水
産
物
、
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食
口Ｕ
。

〔付
記
〕

本
稿
は
、　
一
九
九
三
年
十
二
月
四
日
、
同
志
社
大
学
に
お
け
る
第
四
五
回
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た

「花
園
天
皇

震
記
の
助
数
詞
」
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
参
加
者
の
方
々
に
種
々
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
特
に
山
内
洋

一
郎
氏
に
は
、
未
見
資
料
の
御

恵
与
に
あ
ず
か
っ
た
。
記
し
て
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
。




